
第３号様式 

令和６年度 第３回西部公民館運営審議会 会議録 

１ 開催日時  令和 6 年 9 月 19 日（木曜日）午後 2 時から 3 時 20 分 

２ 開催場所  船橋市西部公民館 2 階 第 1・2 集会室 

３ 出席者 

（1）委 員   宍戸委員長、坪木副委員長、牛山委員、新宮委員、中西委員、 

中道委員、日出委員、村尾委員 

（2）事務局     西部公民館長、丸山公民館長、塚田公民館長、葛飾公民館長、 

西部公民館長補佐 

４ 欠席者   法典公民館長 

 

５ 議 題 

【公 開】 

(1) 各公民館の事業報告（6 月 19 日から 9 月 18 日） 

(2) 各公民館の事業計画（9 月 19 日から 12 月 18 日） 

【非公開】 

 (3) 社会教育関係団体登録申請（４件） 

 

６ 傍 聴 者  なし 

 

７ 決定事項 

(1) 各公民館の事業報告（6 月 19 日から 9 月 18 日）を承認 

(2) 各公民館の事業計画（9 月 19 日から 12 月 18 日）を承認 

(3) 社会教育関係団体登録申請（４件）を承認 

 

８ 議 事 次頁より 

９ 次回は令和 6 年 12 月 19 日 午後 2 時から 

西部公民館 第 1・2 集会室にて開催予定  

10 問い合わせ先  船橋市西部公民館  ℡:047-333-5415 

公開用 
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開会 

 

○事務局（西部公民館長補佐） 

 本日はお忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。開会に先立

ちまして、配付資料の確認をさせていただきます。 

 机の上にお配りしてある資料は、次第、席次表の２点と、社会教育関係団体登録申請

書が４件あるかと思います。こちらは個人情報を伏せたものを事前にお送りしています

けれども、本日改めて省略のないものをお配りしております。このほかに、社会教育課

より「まなびの風」が委員各位に配付されています。また、各公民館が作成しました館

報もお配りしていますので、後ほどご覧ください。 

 次に、事前にお送りした資料で、本日お手元にご用意いただきたいものは、事業報告・

事業計画、個人情報を伏せた社会教育関係団体登録申請書の一式です。不足はないでし

ょうか。 

 それでは、ただいまから令和６年度第３回西部公民館運営審議会を開会します。 

 議事に入ります前に、定足数についてご報告いたします。本日は全員参加されており

ます。半数以上の出席がございますので、船橋市公民館条例施行規則第 15条第３項の規

定により、この会議が成立します。 

 また、船橋市情報公開条例第 26条の規定により、船橋市の設置する附属機関の会議は

原則として公開とされておりますことから、本日の審議会について傍聴人の受付をいた

しましたところ、傍聴人の方はおりませんのでご報告いたします。 

 なお、本日、法典公民館の館長は体調不良のため会議を欠席させていただきます。法

典公民館の説明については、西部公民館長が行いますのでよろしくお願いします。 

 それでは、これよりは船橋市公民館条例施行規則第 15条第２項の規定により、委員長

に議長となっていただき議事を進めていただきます。委員長、よろしくお願いします。 

○宍戸委員長 

 かしこまりました。 

 皆様、こんにちは。お忙しいところ、またお暑いところ、令和６年度第３回西部公民

館運営審議会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。今日もたくさんの

議題があるようですけれども、皆さんの忌憚のないご意見をいただきながら、速やかに

議事を進めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、審議に入ります前に、議事録署名人を指名させていただきます。中西委員

にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○中西委員  

 はい、分かりました。 

 

○宍戸委員長 
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 よろしくお願いいたします。 

 それでは、審議に入ります。議事（１）「各公民館の事業報告」を西部公民館から順

次お願いいたします。 

○西部公民館長 

 ６月 20日から９月 18日までの期間の西部公民館の事業報告をご説明いたします。お

手元の資料で報告の１ページから３ページをご覧ください。 

 初めに、青少年事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」全 12回のうち、７月分

と８月分を計画どおり実施しました。中でも８月１日の夏まつりは、本中山児童ホーム

と共催で、射的やヨーヨー釣り、魚釣り遊びなど、様々なゲームを実施し、参加者 263

人の大盛況でした。 

 次に、成人事業です。危機管理課の出前講座を活用し、昨日、「防災講座」を実施し

ました。防災カルテやハザードマップで中山地区の災害リスクを確認するとともに、家

具の固定や備蓄品など、在宅避難の備えについて学びました。猛暑日だったためか、集

まりが悪く、参加者数は８人でした。 

 続いて、高齢者事業が２件です。「西部寿大学」と「ふなばしシルバーリハビリ体操

教室」を記載のとおり７月と９月に、それぞれ実施しました。参加者数が空欄になって

いるところ、シルバーリハビリ体操の９月 18日の回は、49人の参加でした。 

 続いて、２ページから３ページまでは、その他事業といたしまして、「本はともだち」、

「本中山地区親子交流ボッチャ大会」、「西部子育てサロン」、「おもちゃの病院」、

「親子で楽しもう」、「本館家庭教育セミナー」、「本中山 2024ミュージックフェステ

ィバル」、「館報の発行」と、全部で８件の事業を計画どおり実施しました。このうち、

参加者数が空欄になっているところ、２ページの「西部子育てサロン」、９月 17日の回

の「母と子のヨガ」は 14人の参加でした。 

 簡単ですが、西部公民館からの事業報告の説明は以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、法典公民館、お願いいたします。 

○西部公民館長（法典公民館長代理） 

 法典公民館の館長が欠席をさせていただいておりますので、私のほうから法典公民館

の事業報告の説明をいたします。お手元の資料で４ページから７ページをご覧ください。 

 初めに、青少年事業です。青少年事業は、「ふなばしハッピーサタデー事業」、「ふ

しぎ探検クラブ」、「絵本の読み聞かせ」、「環境講座」の４事業を計画していました

が、このうち「ふしぎ探検クラブ」は、１組しか応募がなかったため中止としました。

また、「絵本の読み聞かせ」ですが、前回の審議会でご説明した事業計画では、７月、

８月、９月の３回実施する計画でしたが、このうち、９月の回については中止としまし

た。中止の理由は、翌週の子どもフェスティバルにおいて同様の内容を実施することと
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なったためです。そのほかの青少年事業については、計画どおり実施しました。 

 次に、成人事業です。「歴史講座」、「多文化料理講座」、「法典子育ての会 家庭

教育セミナー」の３事業を計画のとおり実施しました。このうち、参加者数が空欄にな

っているところ、６ページの一番上「家庭教育セミナー 陶芸体験」は、20人の参加が

ありました。 

 続いて、高齢者事業です。「認知症予防教室」、「ふなばしシルバーリハビリ体操教

室」、「法典寿大学」、「はじめてのスマートフォン講座（入門編）」、「シニア足育

講座」の５事業を計画どおり実施しました。このうち、参加者数が空欄になっていると

ころ、法典寿大学の９月 12 日の回「ハーモニカ演奏＆マジックショー」は、49 人の参

加でした。 

 最後に、その他事業として、「子育て支援講座（ぽんぽこ広場）」を記載のとおり実

施しました。 

 法典公民館からの事業報告の説明は以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続いて、丸山公民館、お願いいたします。 

○丸山公民館長 

 丸山公民館の６月 20日から９月 18日までの事業報告を行います。資料８ページから

になります。 

 最初に、青少年対象事業、「ふなばしハッピーサタデー事業」です。日程、内容等は

資料のとおりです。７月実施の「空気ロケット飛ばしとアースボール」ですけれども、

アースボールというのは、小さい地球儀ぐらいの大きさのものなのですが、この地球儀

を、タブレットやスマートフォンにアプリを入れてかざすことにより、地球が月の姿に

変わって、ふだんは見られない月の裏側を見ることができたり、地球儀に出ているとこ

ろの国をタッチすることによってその国の国旗が表示されるなど、世界の情報を見るこ

とができるものとなります。今回は１台のタブレットを使いまして、順番に参加者に見

ていただきました。 

 次に、「巡回児童ホーム 小学生わくわくタイム」です。７月 18日に資料のとおり実

施いたしました。 

 続きまして、成人対象事業です。「うたの玉手箱～初夏に寄せて～」、こちらは入場

者数 117名と、音楽イベントへの関心の高さをうかがうことができました。当日は、世

界の歌や日本の歌、「ドレミのうた」をみんなで歌うなど、演出も工夫され、アンケー

トからも「バラエティに富んだセットリストでとても楽しかった」、「久しぶりに本格

的な音楽に接しられた」など、皆さんに楽しんでいただけた事業となりました。 

 続いて、「バランスボールのあるくらし（妊活・産後・腰痛で悩みの方へ）」です。

こちらは、参加者数は５名と少なかったのですが、「バランスボールが欲しくなった」
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や「笑いながらできて楽しかった」などの感想をいただきました。今回は 20 代から 40

代をメインとした講座でしたが、２歳の子供と参加された親もおりまして、「子供と一

緒に体を動かせてうれしかった」とのご意見等もあったことから、今後、親子向けの講

座も検討していきたいと考えております。 

 ９ページに移ります。同じく「バランスボールのあるくらし（更年期でお悩みの方へ）」

です。こちら参加者数が空欄となっておりますが、17名となります。ご記入お願いいた

します。 

 また、評価としましては、最初の 30分間は、バランスボール運動がどのような影響を

心身にもたらすかという学びの時間を取りまして、その後１時間はバランスボールで弾

みながら、内臓を整え、筋肉や脳トレを交えることで頭を鍛えることができました。参

加者 17名のうち６名がサークル化を希望したことから、サークルとして活動が始まるよ

う、公民館としてもサポートしていきたいと考えております。 

 続きまして、高齢者対象事業です。「さわやか学級」ですが、全９回のうち２回を資

料のとおり実施いたしました。どちらも 100名近い参加をいただき、７月 19日の「コー

ラス鑑賞」では、最後に参加者も手話を実践する機会があり、「ふるさと」をみんなで

手話を交えて歌う大変有意義な講演となりました。 

 「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」につきましては、資料のとおりです。 

 続きまして、その他対象事業です。資料は９ページから 10ページになります。「巡回

児童ホーム ０・１・２歳ぽかぽか広場」については、資料 10ページのとおり実施いた

しました。 

 続いて、「丸山おはなし会」です。こちらも資料のとおり実施いたしました。 

 最後に、「館報の発行」ですが、お手元に配付させていただきました公民館報を８月

28 日から 30 日の期間に地域新聞社から配布をいたしました。また、館報の１ページの

最初のところに記載があります「丸山公民館下水道工事」については、予定どおり９月

２日、３日に臨時休館とし、駐車場の舗装を含め完了しております。 

 丸山公民館からは以上です。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、塚田公民館、お願いいたします。 

○塚田公民館長 

 塚田公民館の６月 20日から９月 18日までの事業報告をご説明いたします。 

 初めに、青少年事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」は、全 11回中、３回目

から６回目までを実施しました。８月の３回は、「なつやすみはこれできまり」と称し、

「エコ deかがく工作」、「ひこうきを作って飛ばそう」、「わくわくサマーランチ」を

開催しました。 

 ９月 14日（土）は、飛ノ台史跡公園博物館と共催で「勾玉づくり」を開催しました。
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９月 14日の参加人数が抜けておりますので、ご記入をお願いいたします。参加人数は、

40人でした。当初、20人でチラシを作成して、オンライン申請により募集をしていまし

たが、50人近くの応募があったところです。飛ノ台史跡公園博物館と相談の上、全員受

け入れしようということで、今回は全員を受け入れて、結果、40人の参加ということに

なったところです。 

 続きまして、成人事業です。「今からはじめる！スマートフォン体験 入門編」は、

７月４日（木）にソフトバンク株式会社の貸出し用端末で体験しました。電源のつけ方

から始まり、検索エンジンの扱い方などを体験しました。参加者からは、「自分のスマ

ホ端末を使って教えてほしい」、「簡単すぎる」、「難しすぎる」など、いろいろな意

見がありました。来年度以降も参加者の習熟度に合わせて実施していきたいと思ってい

ます。参加人数は資料のとおりです。 

 次に、「手作りワークショップ」は、７月 17日に「ラ メルヘン・テープ」という材

料を使用してポーチをつくりました。「ラ メルヘン・テープ」とは、光沢のある塩化ビ

ニール製のひも素材で、このひも素材を編んでいくことでいろいろなものがつくれます。

講師の先生は、公民館図書室勤務の職員の方が趣味で教えているものを講座とし実施。

身近な場所での人材の発掘、そして活用にもなりました。参加人数は資料のとおりです。 

 次に、「ベトナム料理講座 生春巻きづくり」は、７月 25日、船橋市国際交流員のグ

エン・ティ・チャー氏を講師に、異国の文化を学び、食を楽しみ、多文化共生の一助と

なりました。参加人数は資料のとおりです。 

 次に、「足裏リフレクソロジー」は、全２回中、１回目を９月 18日（水）に、リフレ

クソロジストの藤原さき氏を講師に、健康維持増進をし、老けない身体づくりの機会と

しました。リフレクソロジーとは、手のひらや足裏にある内臓や各器官につながると言

われる末梢神経が集中している場所を押圧し、足裏を介し、臓器や器官そのものを刺激

するということになります。参加人数が抜けておりますので、ご記入をお願いいたしま

す。参加人数は 12人でした。 

 続きまして、高齢者事業、「塚田寿大学」は、４月、８月、３月を除く第３火曜日に

全９回で開催。７月 16日は、「地球温暖化と熱中症について」を、アースドクターふな

ばしによる講話と中央保健センター職員によるストレッチ体操を開催しました。９月 17

日は、「オンライン工場見学」を、千葉県ヤクルト販売株式会社の協力のもと開催しま

した。９月 17日の参加人数が抜けておりますので、ご記入をお願いします。参加人数は

60人でした。 

 ２つ飛ばして、「介護予防事業 脳いきいき健康講座」は、全４回中、３回目、４回

目を開催。株式会社第一興商を講師に、脳の活性化を図り、認知症の予防に努めました。

参加人数は資料のとおりです。 

 １つ戻りまして、「塚田元気クラブ」そして「船橋シルバーリハビリ体操」、その他

事業の「こどもおはなし会」、「卓球台開放」、「子育て支援 ひよこ広場」につきま
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しては、定例事業のため、資料のとおりとさせていただきます。こどもおはなし会は、

９月 14日の参加人数が抜けておりますので、ご記入をお願いします。参加人数は 13人

でした。 

 塚田公民館からは以上です。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、葛飾公民館、お願いいたします。 

○葛飾公民館長 

 葛飾公民館の６月 20日から９月 18日までの主な事業報告と参加人数について説明い

たします。資料は 15ページからです。 

 青少年対象の「ふなばしハッピーサタデー事業」です。７月 13日には、「忍者に挑戦」

として、手裏剣道場と分身の道場ということで、同じ講堂の中なのですけれども、２つ

に分かれて行いました。参加人数は 28名でした。８月 24日の「ペットボトルの空気砲」

は、自分たちで空気砲をつくって的に向かって撃ち、子供たちの楽しい声がロビーまで

響いていました。参加人数は 16名でした。 

 続いて、「小学生環境講座」は、地球温暖化について講話を聞いた後、エコカーをつ

くり、集会室内を走らせてみました。14名の参加がありました。 

 「こどもプログラミング教室」は、小学校の授業でも使われているプログラミングソ

フトでプログラムをつくって、マイクロビットという小さな板を使って、楽しみながら

プログラミングをしました。参加人数は 10名でした。この講座はとても人気があって、

定員の２倍以上の申し込みがありましたので、来年度も実施したいと考えております。 

 成人対象事業、「地産地消 野菜の魅力～トマト編～」は、こだわりの農法やトマト

の魅力などについて講話を聞いた後、ビニールハウスに移動してトマトとキュウリの収

穫をしました。参加人数は 15名でした。参加者からは、「ほかの野菜や果物も収穫した

い」という声が多く聞かれたので、来年度も収穫体験を開催したいと考えております。 

 「デジタルデバイト対策事業」は、参加者が集まらず、７月 10日は中止となりました。

９月 11日の参加者数は８名でした。 

 「子育て支援事業『すまいる広場』」は、７月 11日は、「赤ちゃんの夏のケア」とし

て、あせもなどのお話をしてもらって、参加者は４名。９月 12日は、「ベビーマッサー

ジ」といって、赤ちゃんの肌に直接触れることで、パパやママの愛情を赤ちゃんに伝え

るスキンシップなどを目的に開催し、参加者は６名でした。参加者数が抜けております

ので「６」と入れてください。 

 高齢者対象の「かつしか寿大学」は、７月 16日は『続・深夜食堂』、映画鑑賞でした。

参加者は 45名。９月 17日の「おとなのアンガーマネジメント」は、最近感じた怒りな

どのお話から感情のコントロール方法などの講和を聞き、参加者数は 35名でした。参加

者数を「35」と入れてください。 
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 「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」は、リラックス体操と筋トレ体操を行い、７

月９日は 40名、８月 13日は 33名、９月 10日は 55名の参加がありました。 

 続いて、「一般介護予防事業 楽しく認知症予防」、こちらは６月 20日に「認知症予

防ゼミ」として、認知症のお話と簡単なストレッチを教わり、参加者数は 13 名。６月

27日は「オーラルフレイル予防ゼミ」として、口の機能がわずかに衰えていくといった

お話と、お顔の体操を教わって、参加者数は 14名。７月４日「ロコモティブシンドロー

ム予防ゼミ」として、機能の衰えによって歩行困難など要介護になるリスクが高まらな

いよう、お話と体操をして参加者数は 13名でした。 

 その他にまいりまして、「肩こり解消！リフレッシュ・ヨガ講座」、こちらは、心身

ともにリフレッシュできるゆったりとしたヨガを２回コースで開催しました。６月 22

日は 11名、29日は７名の参加でした。 

 「葛の葉らいぶ」は、ボサノヴァ弾き語りライブでした。175 名の多くの参加をいた

だき、皆様に楽しんでいだくことができました。 

 「館報の発行」については、７月末に１万 5,000部配布しております。 

 「福祉のまちづくり支援事業 ちびっこ広場」は、７月８日は、親子ヨガで 26名、８

月 19日は、ちびっこまつりで 28名、９月９日は、西図書館の職員が絵本の読み聞かせ

をしてくれて 15名の参加がありました。 

 葛飾公民館の事業報告につきましては以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、この事業報告につきまして、ご質問、ご意見等がございましたらお願いい

たします。 

 西部公民館の事業についてはいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

○新宮委員 

 ハッピーサタデー事業の８月１日の「夏まつり」というのは、場所は児童ホームでや

ったんですか。 

○西部公民館長 

 はい、児童ホームの中で実施いたしました。 

 

○新宮委員 

 公民館は使っていない。 

○西部公民館長 

 はい。 

○宍戸委員長 

 法典さんについては、ご意見ありますか。 

○中西委員 
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 ６ページの「認知症予防教室」全４回は、私は参加していませんけれども、お友達が

何人か参加していまして、この第一興商さんの、音楽をじゃんじゃんかけて、ロコモ体

操といいますか、そうやって体を動かすのがすごく楽しかったと言うんですよね。いつ

も１時間半の講座ですかね。それがあっという間に過ぎて、本当に楽しかったので、来

年もまたやっていただけたらいいなということを言っていました。 

 それと人数は、一応定員 15 名ぐらいですが、もうちょっと増やすのは、15 人という

のは限度なのでしょうか。 

○法典公民館代理（西部公民館長） 

 講師のほうに確認をいたしまして、増やせるものでありましたら、もう少し増やして

実施をするように心がけてまいります。 

○中西委員 

 そうですね。すごく楽しいと言っていたので、もうちょっと参加者を増やしていただ

ければいいなと。すみません、ありがとうございます。 

○法典公民館代理（西部公民館長） 

 ありがとうございます。 

○宍戸委員長 

 続きまして、丸山公民館さんについては、ご質問、ご意見ございますか。 

○村尾委員 

 西部ですが、いいですか。先日、防災講座に（参加して）、私、この８人の中の１人

だったのですけれども、すごく内容がよかったのにＰＲがちょっと足りなかったのか、

町会からもいろんな方に参加していただけたらもっとよかったかなと。非常にいい講座

だったので、もったいないなと思いながら参加していたので、もっとＰＲができたらよ

かったなという感想です。 

○西部公民館長 

 ご参加いただきありがとうございます。ＰＲにつきましては、本中山地区自治会町会

連合会にもお願いをいたしまして敬老会行事のときにチラシを配布させていただいたり、

ほかにも様々な公民館事業を実施した際に、併せてチラシをお手渡しするなどして周知

を図ったのですけれども、昨日は猛暑日だったせいか、集まりが悪くて残念でした。今

後は、実施する時間帯なども工夫しながら、より参加者の多い事業を目指していきます。

ご意見ありがとうございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございます。 

 塚田さんのほうは、ご質問、ご意見がありますか。 

 葛飾公民館さんについてはいかがでしょうか。別にありませんか。 

 それでは、この事業報告につきまして、ご質問、ご意見がないようですので、各公民

館からの事業報告については、承認するものとしてよろしいでしょうか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○宍戸委員長 

 ありがとうございます。それでは、承認といたします。 

 次に、議事（２）「各公民館の事業計画」を西部公民館から順次お願いいたします。 

○西部公民館長 

 ９月 19日から 12月 18日までの期間の西部公民館の事業計画をご説明いたします。お

手元の資料で計画の１ページから４ページをご覧ください。 

 初めに、青少年事業が２件です。１件目、「ふなばしハッピーサタデー事業」は、全

12 回のうち、９月、10 月、11 月分を掲載しています。このうち、９月の「おばけやし

き」は、西部公民館においては初めて実施する新規の企画です。 

 青少年事業の２件目は、「司会講座」全２回コースです。プロのアナウンサーを講師

に迎え、小学３年生から中学生を対象に、発声・滑舌の基礎から司会の実践練習までを

学びます。講座終了後、希望者には 10月の西部公民館文化祭において、実際にステージ

発表の司会を体験していただくという企画です。 

 続いて成人事業です。成人事業は、スマホ講座が２件と、「歴史探訪講座」、「わく

わくセミナー」の、計４事業を計画しています。 

 「歴史探訪講座～“新一万円札”渋沢栄一の功績～」は、今年７月３日に誕生した新

一万円札にちなみ、渋沢栄一にスポットを当てた全２回コースの講座です。１回目は座

学、２回目は現地散策で、渋沢栄一が設立した東京証券取引所などの見学を行い、より

知識を深める企画です。 

 「わくわくセミナー～祝 60周年！！新幹線誕生とこれから～」は、船橋市生涯学習コ

ーディネーター連絡協議会西部ブロックの皆さんの企画立案により、東海道新幹線開業

60周年を記念して、新幹線の歴史や未来を学ぶ全２回コースの講座です。 

 続いて、高齢者事業は２件です。「西部寿大学」と「ふなばしシルバーリハビリ体操

教室」を記載のとおり、それぞれ 10月、11月、12月に行う予定です。 

 続いて、３ページから４ページまでは、その他事業です。その他事業は、「本はとも

だち」、「西部子育てサロン」、「おもちゃの病院」、「親子で楽しもう」、「本館家

庭教育セミナー」、「西部公民館文化祭」、「第 29回地域福祉まつり」、「館報の発行」

と、全部で８件の事業を計画しています。 

 抜粋して、西部公民館文化祭についてご説明します。 

 今年の文化祭は、10月５日（土）と６日（日）の２日間にわたり開催します。ステー

ジ発表部門が 20団体、展示部門が 10団体、将棋部門が１団体と、今年も多くの団体の

皆さんに参加していただき、日頃の成果を披露していただきます。模擬店も４店出店す

る予定です。詳しくは、お手元にお配りした黄色の、館報「おぐりはら」９月号に、「西

部公民館文化祭」という見出しで詳細を掲載していますので、後ほどご覧ください。地

域の皆さんにはこの館報を明日、新聞折り込みにより本中山・二子地区へ配布する予定
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でございます。 

 西部公民館からの事業計画の説明は以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、法典公民館、事業計画をお願いいたします。 

○西部公民館長（法典公民館長代理） 

 法典公民館長に代わり、説明をさせていただきます。９月 19日から 12月 18日までの

法典公民館の事業計画をご説明いたします。お手元の資料で計画の５ページから７ペー

ジをご覧ください。 

 初めに、青少年事業は、「絵本の読み聞かせ」と「ふなばしハッピーサタデー事業」

の２事業です。このうち、ハッピーサタデーの９月 22日の回は、「法典子どもフェステ

ィバル」として、毎年恒例の大きなイベントを企画しています。法典地区子ども会連絡

協議会、船橋市レクリエーション協会、法典地区生涯学習コーディネーターなど、大変

多くの地域の皆さんのご協力により、おばけやしき、レクゲーム、手づくりおもちゃ、

お話ゾーンなど、盛りだくさんの内容を企画しています。 

 次に、成人事業は、「法典小学校 家庭教育セミナー」、「就学時健診等における子

育て学習」の２事業を計画しています。このうち、５ページ一番下「家庭教育セミナー」

の１行目、９月 17日「陶芸体験」は誤記ですので、訂正いたします。先ほど事業報告に

掲載して既にご説明しましたものを、誤って事業計画のほうにもまた掲載してしまいま

した。申し訳ありませんが、９月 17日の記載を、行ごと削除をお願いいたします。 

 続いて、高齢者事業です。「法典寿大学」、「認知症予防教室（マットス）」、「ふ

なばしシルバーリハビリ体操教室」の３事業を記載のとおり実施する予定です。 

 最後に７ページ、その他事業です。「子育て支援講座（ぽんぽこ広場）」、「第 45

回法典地区文化祭」、「館報 法典公民館だよりの発行」の３事業を計画しています。 

 このうち文化祭は、毎年、法典公民館と丸山公民館の２会場において合同で開催する

ことが恒例となっており、今年で 45回目を迎えます。日頃から両公民館で活動している

サークルの皆さんの展示や舞台発表、また、地域の小中学校の子どもたちの合唱や吹奏

楽、演劇のほか、法典地区自治会町会連合会の皆さんによる民舞の祭典やのど自慢大会

など、大変盛りだくさんの内容です。文化祭の詳細については、お手元にお配りした黄

色の館報に掲載しましたので、後ほどご覧ください。今回の館報は「文化祭だより」と

して、法典公民館と丸山公民館が合同で発行いたしました。両地域の皆さんへは、来週

25日の新聞折り込みにより配布をする予定でございます。 

 法典公民館からの事業計画の説明は以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、丸山公民館、事業計画をお願いいたします。 
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○丸山公民館長 

 丸山公民館の９月19日から12月18日までの事業計画についてご説明させていただき

ます。 

 最初に、青少年対象事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」を月１回の４回と

「巡回児童ホーム 小学生わくわくタイム」を、12月を除く３回、資料のとおり実施い

たします。 

 続きまして、成人対象事業です。「まるやま友遊講座」は、人生 100年時代を健康で

豊かに暮らすため、体を動かすことや暮らしに役立つ知識、情報を学ぶことを目的とし

ています。こちらは、生涯学習コーディネーターと市民協働の形で、昨年同様、講座を

実施いたします。内容につきましては資料のとおりとなりますが、定員 40名に対しまし

て、昨日９月 18日現在、26名の申し込みをいただいております。 

 続きまして、管区内の法典東小学校と丸山小学校で、「就学時健診」の際に子育てに

関する講座を行います。日程、内容等は資料のとおりとなります。 

 続きまして、「丸山公民館本館家庭教育セミナー」です。家庭で子供の教育を行うの

に必要な心構えや子供の育て方、教育上の留意点など、家庭教育上の共通の問題点につ

いて学習する機会を提供することを目的に全３回を予定しております。１回目が、おか

たづけ講座、2 回目が、粉糖と卵白を混ぜてつくったクリームをデコレーションしたク

ッキーをつくる講座となっております。 

 次に「繕うカラフルなくらし」です。こちら、全２回になります。手や指先を使うこ

とで脳の活動が活発になることや、ゆっくりとした動きで呼吸が整うため、リラックス

効果も期待ができることから、新しい趣味となることを期待して実施いたします。日程、

内容等は、資料のとおりとなります。 

 10ページのほうをご覧ください。高齢者対象事業になります。「LINE講座」と「アプ

リ講座」をそれぞれ全２回実施いたします。どちらも大変人気で、応募当日に定員に達

しまして、キャンセル待ちも受け付けている状況です。 

 また、「さわやか学級」、「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」と、高齢者対象事

業を資料のとおり実施いたします。 

 続きまして、その他対象事業です。「第 45回法典地区文化祭」です。法典公民館の事

業計画でもご説明がありましたとおり、法典地区自治会連合会と法典公民館の共催で、

10月 19日、20日の２日間にわたりまして実施いたします。 

 続きまして、「アルパで奏でる私のうた」と題しましたコンサートを 11月 30日に開

催いたします。「アルパ」とは、スペイン語で「ハープ」を意味する民族楽器だそうで

す。 

 続きまして、「秋を訪ねてウォーキング」です。昨年同様、船橋市スポーツと健康を

推進する会と共催でウォーキングを実施いたします。日程、コース等は、資料のとおり

ですが、約８キロを３時間かけて歩く予定となっております。 
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 「巡回児童ホーム ０・１・２歳ぽかぽか広場」につきましては、「小学生わくわく

タイム」同様に、12月を除く３回を資料のとおり実施いたします。 

 12ページをご覧ください。「丸山おはなし会」です。10月につきましては、先ほど説

明しました第 45回法典地区文化祭の２日目、10月 20日の文化祭の中でコーナーとして

実施いたします。このことから、９月と 11月の２回を資料のとおり記載させていただい

ております。 

 最後に、「文化祭だよりの発行」と「館報の発行」についてです。文化祭だよりにつ

きましても、先ほど法典公民館の事業計画の中で説明がありましたが、先ほどお配りさ

せていただきました用紙を９月 25日から 27日の間に、地域新聞社から各家庭に配布い

たします。また、館報の第３回につきましては、12月に同じく地域新聞社から配布をす

る予定です。 

 丸山公民館からは以上です。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続いて、塚田公民館の事業計画、お願いいたします。 

○塚田公民館長 

 塚田公民館の９月 19日から 12月 18日までの事業計画をご説明いたします。 

 はじめに、青少年事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」は、全 11回中、７回

目、８回目を資料のとおり開催します。11月 16日に開催する「DNAを見てみよう」は、

公益財団法人かずさ DNA研究所の出前講座を活用し、野菜の DNAを観察するとともに、

各自で身近な食べ物から DNAを抽出して、DNAについて学びます。 

 続きまして、成人事業です。「健康測定～自分の健康をみてみよう～」は、全１回を

9 月 21 日に、塚田地区スポーツ推進委員協議会との共催により、５月 12 日にも行った

内容と同じプログラムで実施をいたします。 

 次に、「リカレント講座 知って得する図書館活用法 ～図書館ホームページからの

予約の仕方～」は、全１回を 11月 27日に、西図書館の共催により実施します。再チャ

レンジする人が新たに学習をする動機づけとして、図書館における基本的な情報収集方

法を身につけるとともに、デジタルデバイト対策の一環として実施いたします。 

 次に、「学社連携 生（いのち）と性の健康講座」は、全１回を 11月 27日に、行田

中学校区六校連絡協議会との共催により実施します。生命の誕生や体と心の性について、

専門的な立場である千葉県助産師会の方を講師に、命の尊さ、自分自身を大切にするこ

と、周りの人を大切にすることを学ぶ機会とし、塚田小学校を会場に、塚田小学校の５

年生と地域の保護者を対象に実施します。 

 次に、「就学時健診等における子育て学習」は、公民館区である塚田小学校、塚田南

小学校、行田東小学校との共催により、資料のとおり開催いたします。 

 次に、「足裏リフレクソロジー」は、全２回中２回目を資料のとおり開催いたします。 
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 次に、「そば打ち講座」は、全２回を資料のとおり開催します。 

 次に、「塚田公民館本館家庭教育セミナー」は、全３回を資料のとおり開催します。

乳幼児の親子を対象に、地域の家庭教育の向上に努めます。資料に記入がありませんが、

塚田児童ホームとの共催により実施することを申し添えます。 

 次に、「スマホの基本とキャッシュレス」は、全１回を資料のとおり開催します。 

 続きまして、高齢者事業、「塚田元気クラブ」、「塚田寿大学」、「ふなばしシルバ

ーリハビリ体操教室」は、資料のとおりとなります。 

 続きまして、その他事業です。「卓球台開放」は、資料のとおりの開催となります。 

 次に、「つかだコンサート 2024 世代を超えて音楽を楽しもう！」は、全１回を９月

21日（土）に、非営利活動法人船橋子ども劇場、行典なかよし地域センターとの共催に

より実施します。絶賛申込み受付中ですので、お時間がありましたら、委員の皆様もご

参加のほどお待ちしております。 

 次に、「子育て支援 ひよこ広場」、「こどもおはなし会」は、資料のとおりとなり

ます。 

 次に、「塚田公民館文化祭」は、10 月 26、27 日の土日の 10 時から 15時で開催しま

す。今年度も発表、展示、模擬店と、たくさんの団体にご協力をいただき開催します。

例年、展示は３階の集会室で行ってまいりましたが、初の試みで１階の児童ホーム体育

室に移しての開催となります。また、行田中学校の生徒の皆さんにボランティアとして

文化祭に関わってもらい、地域を巻き込んでの開催をする予定です。 

 最後に、「館報つかだの発行」は、10 月 18 日、「ちいき新聞」の折り込みにて発行

する予定です。 

 塚田公民館からは以上です。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、葛飾公民館、事業計画、お願いします。 

○葛飾公民館長 

 葛飾公民館の９月 19日から 12月 18日までの主な事業計画について説明いたします。

資料は 18ページからです。 

 青少年対象の「ふなばしハッピーサタデー事業」です。９月 21日は、「ハロウィンお

かしづくり」として、クッキーをつくる予定です。こちらは 20名の定員でしたけれども、

65 名の応募がありまして、抽選の上、20 名を選抜したところです。11 月９日について

は、「おゆまる」といって、80度以上のお湯に入れると柔らかくなって自由自在に変形

させることができる不思議なプラスチック粘土で、オリジナルのスーパーボールをつく

る予定です。12月 14日は、スポーツ雪合戦を開催する予定です。 

 成人対象の「子育て支援事業『すまいる広場』」です。10 月 10 日は、ハンドベルを

開発したトーンチャイムの講座をします。11 月 14 日は、リトミック・歌・マッサージ
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の講座を予定しております。 

 「郷土史講座『船橋の富士塚から見る！富士山信仰』」は、２回の講座で、11月 6日

は船橋を中心とした富士塚についての座学、11 月 13 日は、山野浅間神社、茂侶神社、

大神宮の３か所を訪ねるという講座を開催します。山野浅間神社までは徒歩で、その後

は京成の電車に乗って京成西船から大神宮下まで電車に乗り移動し、茂侶神社、大神宮

まで徒歩で巡ります。 

 「おもしろ雑学講座『隅田川の橋を巡る～両国から浅草へ～』」は、２回講座となっ

ており、11月 20日は、隅田川の橋を巡る座学、11月 27日は、両国から浅草まで橋を巡

る両国橋から隅田公園の散策をします。 

 「鍋帽子でふっくら保温調理」は、鶏肉に味をつけて７～８分煮てから、鍋帽子をか

けて 20～30分置いて調理するといったエコクッキングをする予定です。 

 高齢者対象事業として、「かつしか寿大学」は 10月 15日、取掛西貝塚について郷土

史講座を開催する予定です。11 月 19 日は、明治安田生命保険の方に来ていただいて、

相続について講座をします。 

 「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」は、10 月８日、11 月 12 日、12 月 10 日、リ

ラックス体操と筋トレ体操を開催します。 

 その他にまいりまして、「葛飾公民館文化祭」です。10月 12日、13日、サークル団

体の舞台発表や展示、模擬展等で２日間開催予定です。今年は、葛飾中学校の書道部に

よるパフォーマンスをはじめ、書道部と美術部の作品展示、また葛飾小学校の児童の作

品も展示する予定で、一部屋は学校の展示スペースを設ける予定です。 

 「館報の発行」は、本日お配りさせていただきました。今月の 25日に「ちいき新聞」

の折り込みで配布予定でございます。 

 「福祉のまちづくり支援事業」について、ちびっこ広場は、10 月 28 日「ちびっこ運

動会」、11月 18日「子どもの足と靴えらび」、12月 16日「うたってあそぼう♪」を開

催する予定です。福祉まつりは、12 月 20 日に「子どもからお年寄りまでみんなで楽し

むまつり」として、開催準備をしております。 

 最後に、「地域学校協働活動の推進事業」として、11 月 30 日に葛飾行田合同管弦楽

アンサンブルコンサートを開催する予定です。 

 葛飾公民館の事業につきましては以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、この事業計画につきまして、ご質問、ご意見等がございましたらお願いい

たします。 

 はい、日出委員どうぞ。 

○日出委員 

 前の報告も、この計画もそうですが、スマホの教室ですね。これはソフトバンクです
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が、違うメーカーもあると思います。どういうわけでソフトバンクの講習なのでしょう

か。 

○西部公民館長 

 ソフトバンク株式会社は船橋市と包括連携協定を結んでおりまして、かねてより講師

派遣等のご協力をいただいている関係で、ソフトバンクの講座を多く実施しているとこ

ろです。 

○日出委員 

 船橋市のほうで協定しているのですね。 

○西部公民館長 

 はい。 

○日出委員 

 なるほど、そういう関係で。分かりました。 

○宍戸委員長 

 よろしいですか。ほかにはいかがでしょうか。 

 それでは、ほかにご質問等がなければ、各公民館からの事業計画については承認する

ものとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○宍戸委員長 

 はい。ありがとうございます。それでは、承認といたします。 

 ここからは非公開審議事項となります。議事（３）については、船橋市情報公開条例

第７条第２号の不開示情報を審議することから、同条例第 26条第２号に該当しますので、

会議を非公開とします。 

  

以下、船橋市情報公開条例第 26条第２号に該当するため、非公開とする。 

 

○宍戸委員長 

 以上で議案の審議は全て終わりました。委員及び理事者の皆様、ご協力誠にありがと

うございました。 

 それでは、事務局にお返しいたします。 

○事務局（西部公民館長補佐） 

 委員の皆様、本日のご審議ありがとうございました。 

 次回は、令和６年 12月 19日（木）午後２時から、会場はこちら西部公民館第１・第

２集会室で行います。 

 本日の非公開資料は、郵送したもの、本日お配りしたもの、全てそのまま机の上に置

いてご退出をお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして、令和６年度第３回西部公民館運営審議会を閉会いたし
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ます。お疲れさまでした。ありがとうございました。 

閉会 

 

 

 


